
国指定小佐渡東部鳥獣保護区

小佐渡東部特別保護地区

指定計画書（案）

平成 年 月 日

環 境 省



１ 特別保護地区の概要

(1) 特別保護地区の名称

小佐渡東部特別保護地区

(2) 特別保護地区の区域

新潟県佐渡市所在国有林 123 林班いからほまで及びかからきまでの各小班、124 林班、

新穂官行造林４林班から６林班並びに新穂官行造林４林班い小班内にある県有地並びに

同林班い及びはの各小班内にある民有地の区域

(3) 特別保護地区の存続期間

平成 23 年 11 月１日から平成 30 年 10 月 31 日まで（７年間）

(4) 特別保護地区の指定区分

希少鳥獣生息地の保護区

(5) 特別保護地区の指定目的

国指定小佐渡東部鳥獣保護区は、昭和 38 年に絶滅の危機に瀕するトキの生息地保護の

ために設定された保護区である。

当該地域は、昭和 35 年から昭和 43 年にかけて毎年トキの繁殖が確認される等、過去

において野生トキの重要な営巣地及び採餌地となっていた。現在でもトキの営巣木とし

て適したアカマツ及びコナラ等の大径木が残されているほか、人の手によるトキの採餌

場所の整備及び維持管理が行われており、平成 20 年から再導入が実施されているトキの

営巣地及び採餌場所として良好な自然環境を有していると考えられる。このため、その

保全のため引き続き特別保護地区の指定を必要とするものである。

２ 特別保護地区の保護に関する指針

保護管理方針

・トキを始めとする鳥獣のモニタリング調査等を通じて、当該区域内の鳥獣の生息

状況の把握に努める。

・鳥類の生息環境を脅かすような不用意な行為、ごみの散乱等による鳥類の生息環



境への影響を防止するため、現場巡視、関係地方公共団体、関係機関、地域住民

等と連携協力した普及啓発活動等に取り組む。

・ホンドテン等のトキを始めとする鳥獣の生息環境に影響を及ぼすおそれのある鳥

獣については、積極的な有害鳥獣捕獲を図るものとする。

・当該区域の管理の実施に当たっては、トキ保護増殖事業計画に即して実施される

保護増殖事業との連携を図る。

３ 特別保護地区の区域に編入しようとする土地の地目別面積及び水面の面積

総面積 734ha

内訳

ア 形態別内訳

林野 731ha

農耕地 －ha

水面 ２ha

その他 １ha

イ 所有者別内訳

国有地 622ha

国有林 林野庁所管 622ha 制限林 －ha

普通林地 622ha

国有林以外の国有地 －ha

都道府県有地 ２ha

地方公共団体有地 110ha

市町村有地等 108ha

私有地等 ２ha

公有水面 －ha



ウ 他の法令（条例を含む）による規制区域

自然環境保全法による地域 －ha

自然公園による地域 734ha 特別保護地区 －ha

（小佐渡県立自然公園） 特別地域 －ha

普通地域 734ha

文化財保護法による地域 －ha

４ 指定区域における鳥獣の生息状況

(1)当該地域の概要

ア 特別保護地区の位置

当該区域は、佐渡市の南東部に連なる標高 600ｍ前後の小佐渡山脈のうち国見山を

北端とした西側一帯に広がる山地である。

イ 地形、地質等

当該区域は、新生代、第三紀頃に海底の激しい火山活動によって生成された火山岩

類によって構成されたものである。今から 500 万～80 万年前に海底の隆起によって山

地が形成され、その後約２万年前までにかけて山地や丘陵の隆起がさらに活発となっ

た。当該区域を流れる河川は、中央を流れる国府川と南端を流れる天神股川があるが、

新穂ダムで合流し、国府川として国中平野を貫流しながら、真野湾に流下している。

土壌の分布としては、褐色森林土が全体を覆っている。

ウ 植物相の概要

国府川を境に北側はスギを主体とした人工造林地が比較的多く、南側はコナラ、ク

リを主体とした落葉広葉樹林地が広がっている。

エ 動物相の概要

当該区域は、過去において、希少鳥獣トキの採餌、営巣地であった他、カイツブリ

等 112 種の鳥類、サドモグラ等 14 種のほ乳類の生息が確認されている。



(2) 生息する鳥獣類

別表のとおり。

(3) 当該地域の農林水産物の被害状況

ア 被害の報告

なし

イ 有害鳥獣捕獲の実績

なし

５ 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第 32 条の規定による補償に関する事項

当該区域内に鳥獣の保護繁殖に必要な施設を設置することにより、損失を受けた者

に対して、通常生ずべき損失の補償をする。

６ 施設整備に関する事項

① 特別保護地区用制礼 ５ 本

② 案 内 板 １ 基

③ その他（鳥獣保護管理棟） １ 棟


